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まめ知識

質
問　
Ｂ
ｉ
ｚ
モ
デ
ル
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
。
ま
た
、
中
小
企
業

給
与
改
善
奨
励
事
業
の
第
３
弾
を

期
待
す
る
が
、
実
施
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
ま
ち
な
か
経

済
情
報
セ
ン
タ
ー
や
産
業
創
造
館

で
多
岐
に
わ
た
る
相
談
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
他

自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
、
よ
り

効
果
的
な
支
援
に
努
め
た
い
。
ま

た
、
中
小
企
業
給
与
改
善
奨
励
金

は
国
の
臨
時
交
付
金
を
財
源
に
実

施
し
た
も
の
で
、
第
３
弾
の
実
施

に
つ
い
て
は
国
の
動
向
や
市
全
体

の
予
算
を
見
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

質
問　
高
齢
者
等
買
物
代
行
事
業

を
柔
軟
に
運
用
し
、
高
齢
者
の
買

い
物
の
送
迎
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕

組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　
本
市
の
高
齢
者
に
対
す
る

移
動
支
援
は
、
お
と
し
よ
り
ぐ
る

り
ん
タ
ク
シ
ー
を
中
心
に
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
支
援
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
買

い
物
機
会
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
高
校
生
の
バ
ス
通
学
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、

利
用
推
進
し
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　
令
和
７
年
度
か
ら
参
加
予

定
の
Ｇ
ｕ
ｎ
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
お
い
て
、

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
情
報
を
ひ
も
付
け

る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
属
性
に
応

じ
た
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
可
能

と
な
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
高
校
生
と
い
う
情
報
を
持
っ

て
い
な
い
た
め
、
対
象
範
囲
の
在

り
方
や
財
政
負
担
等
の
課
題
を
考

慮
し
、
今
後
よ
り
良
い
方
法
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
上
信
電
鉄
の
利
用
促
進
策

と
し
て
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ

ド
駐
車
場
の
整
備
が
効
果
的
と
考

え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
駐
車
場
の
整
備
は
、
駅
周

辺
の
道
路
整
備
や
用
地
の
確
保
な

ど
、
実
施
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
。
費
用
対
効
果
も

踏
ま
え
、
利
用
者
確
保
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
県
や
沿
線
市
町
村

等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
榛
名
湖
上
ス
テ
ー
ジ
整
備

の
概
要
と
今
後
の
工
事
計
画
は
。

答
弁　
護
岸
側
に
３
０
０
人
座
れ

る
観
客
席
を
整
備
し
、
湖
上
に
は

可
動
式
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
す
る
。

ロ
ッ
ク
な
ど
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を

中
心
に
開
催
し
、
榛
名
湖
畔
の
新

た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
。

工
事
日
程
は
令
和
７
～
８
年
度
に

護
岸
観
客
席
の
改
修
、
８
～
９
年

度
の
春
先
に
湖
上
ス
テ
ー
ジ
と
周

辺
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
９
年

度
中
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
室
田
地
域
３
小
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
令
和
７
年
２
月
に
、
上
室

田
、
中
室
田
、
下
室
田
小
学
校
の

統
合
に
向
け
た
要
望
書
が
市
と
教

育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
今
後
統

合
に
向
け
た
検
討
を
始
め
て
い
く
。

統
合
と
い
う
の
は
安
易
に
規
模
の

み
で
結
論
付
け
る
の
で
は
な
く
、

慎
重
に
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
が
、
結
論
は
速

や
か
に
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

中
小
企
業
等
の
「
稼
ぐ
力
」
向
上
へ
の
支
援

高
齢
者
等
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
な
対
応

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

デ
ジ
タ
ル
行
政
の
推
進

上
信
電
鉄
の
利
用
増
進
策

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

榛
名
地
域
の
観
光
振
興
と
課
題

質
問　
本
市
で
も
確
認
さ
れ
た
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
生
態
は
。

答
弁　
体
長
約
20
～
40
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
胸
部
が
赤
く
、
体
は
艶
の

あ
る
黒
色
を
し
、
繁
殖
力
が
非
常

に
強
い
害
虫
で
、
サ
ク
ラ
を
は
じ

め
モ
モ
や
ウ
メ
な
ど
の
バ
ラ
科
の

樹
木
に
寄
生
す
る
。
本
県
で
は
平

成
27
年
に
東
毛
地
域
で
確
認
さ
れ
、

30
年
１
月
に
は
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
全
国
14
都
府

県
に
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

質
問　
本
市
が
実
施
し
て
い
る
果

樹
に
対
す
る
被
害
対
策
は
。

答
弁　
大
き
な
被
害
が
確
認
さ
れ

た
樹
木
は
伐
採
し
、
粉
砕
処
理
を

し
て
お
り
、
伐
採
に
係
る
処
理
費

用
の
全
額
負
担
や
防
除
対
策
用
資

機
材
の
導
入
な
ど
の
支
援
も
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
果
樹
を
守
る

に
は
農
家
の
防
除
意
識
、
防
除
活

動
が
最
も
重
要
と
な
る
た
め
、
令

和
６
年
８
月
に
市
と
果
樹
生
産
団

体
で
組
織
す
る
対
策
協
議
会
を
設

立
し
た
。
今
後
も
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
し
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

柄か
ら
さ
わ沢 

高た
か
お男

（
新
風
会
）

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
生
態
と
対
策

●Ｂｉｚモデル 中小事業者の販路拡大や商品開発など、特に売り上げアップに関する経営相談に専門家が無料で応じ、
実現するまで伴走する自治体主導の取り組み。

（P7参照）

各常任委員会および各特別委員会において、付託された議案などを
審査しました。質疑、答弁の一部を掲載します。委 員 会 審 査委 員 会 審 査

質
問　
本
市
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別
収
集
を
行
わ
な
い
理
由
は
。

答
弁　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
へ
の

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が
県
内
に
な
く
、

運
搬
に
よ
る
環
境
負
荷
や
コ
ス
ト

増
加
等
を
勘
案
し
、
本
市
で
は
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
う
ち
軟
ら
か
い

も
の
は
可
燃
ご
み
と
し
て
、
固
い

も
の
は
不
燃
ご
み
と
し
て
破
砕
の

上
焼
却
し
て
い
る
。
し
か
し
、
令

和
４
年
度
に
分
別
収
集
・
資
源
化

が
努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
、
コ
ス
ト
や
市
民
負
担
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
適
切
な
リ

サ
イ
ク
ル
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

質
問　
お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー

の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
い
か
に
分

析
し
、
今
後
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　
お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー

は
令
和
元
年
の
運
行
開
始
以
来
、

延
べ
約
18
万
人
、
１
日
平
均
約
１

０
０
人
が
利
用
し
て
い
る
。
今
後

も
街
中
回
遊
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

さ
ら
な
る
周
知
や
ル
ー
ト
の
見
直

し
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

総 務 常 任 委 員 会

市 民 経 済 常 任 委 員 会 

子育て支援・定住人口増加対策特別委員会 都市集客施設整備特別委員会

質疑  令和７年度から運営を開始する伝統文化の
館の運営方針は。
答弁  華道、茶道、邦楽など、日本文化の活動の
場として活用する予定で、高崎市文化協会加盟団
体を中心とした団体による利用を考えている。
　開館日は水曜日から日曜日までの週５日で、職
員は嘱託職員と臨時職員を計５人配置し、開館日
には１人常駐する予定である。

質疑  市内循環バスぐるりんと高崎アリーナシャ
トルバスに係る予算を減額した理由と、運行ダイ
ヤ改正の内容は。
答弁  労働基準の改正や運転手不足に対応するた
め、利用者の少ない時間帯の減便を実施すること
に伴う減額である。また、アリーナシャトルにつ
いては午前８時から午後８時の間、高崎駅西口を
40分間隔で発車する運行計画とする。 

質疑  本市の里親の人数と登録状況は。
答弁  里親登録数は42世帯で、前年より５世帯増
加している。登録数が多いほど里親への委託率が
高くなる傾向にあるため、本市の児童相談所開所
後には登録数を増やしていけるよう努めたい。

質疑  再開発事業文化財発掘経費の概要は。
答弁  発掘調査を行う場所は高松町にある西部児
童相談所の西側の土地で、栄町の再開発事業の地
権者である高崎年金事務所が当該地に移転したい
意向があるため、調査を実施するものである。

質疑  民間プール施設利用委託料の内容は。
答弁  プール施設が老朽化している学校のうち、
維持管理費および改修費の縮減が見込める学校を
対象に、学校生活に支障がない移動距離に立地す
る民間のスイミングスクールを利用し、水泳の授
業を行うもので、監視員１人の配置や送迎バスの
利用も想定している。また、対象の学校は４、５
校程度を想定しており、これから選定していく。

教 育 福 祉 常 任 委 員 会

建 設 水 道 常 任 委 員 会 
　　　雨水対策工事の内容は。
　　　令和７年度は、倉賀野町、中豊岡町、箕郷
町上芝において排水路の整備工事、京目町におい
て水門の改築工事などを予定している。
　　　レストハウス建設工事の今後の予定は。
　　　現在、歩道橋の接続工事に関わる国土交通
省との協議、工事の発注をしており、本体工事は
令和８年度以降の着手を目指している。

質疑
答弁

質疑
答弁

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
た
か
さ
き
未
来
）

本
市
の
環
境
政
策

中
心
市
街
地
の
活
性
化


